
3D Gaussian Splattingが導く、業務の高度化・効率化
～GAxIA(ガクシア)が実現する、写真のようにリアルな3次元現場空間～
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 近年、送配電事業をはじめとするインフラ分野では、設備の高経年化や

作業の高度化、熟練作業者の減少などを背景に、現場状況を正確に把握し、

関係者間で分かりやすく共有することの重要性が高まってきている。

 従来の図面等の2次元情報では、設備の立体的な構造や周辺環境を十分に

把握することが難しく、現地確認に多くの時間を要する等の課題がある。

 カメラやドローン等で撮影した画像データをもとに、現場や設備の状況を写真のようにリアルな三次元空間とし

て再現する「3D Gaussian Splatting」技術を活用し、三次元データの生成・管理・活用を一体的に提供する

「GAxIA プラットフォームサービス」の開発し、提供を開始した。

 GAxIA Auto Generator（3DGS自動生成機能）：

・動画を入れるだけで3DGSデータを生成可能

・スマホやドローン搭載カメラで利用でき、専用機器が不要

・１時間程度で生成が可能

 GAxIA Design Viewer（3DGS描画・編集機能）：

・現場や設備全体を自由視点で立体的に確認

・３D上における設備配置の検討

・センチ単位で計測可能

・コメント機能による情報共有
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本サービスは、利用者のみなさまと連携しながら、更なる機能向上を図り、

設備の高経年化や熟練作業者の減少などといった社会課題の解決を目指します。

今後も、デジタル技術を活用した取り組みを推進することで、お客さまおよ

び社会に対して新たな価値を提供し、電力の安定供給を支えるインフラ事業者

として、社会の発展に貢献してまいります。
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